
令和４年度 第１回東員町総合計画効果検証委員会 主な意見 

 

 

日時：令和４月８月２３日（火）午前１０時～ 

場所：西庁舎２階 ２０１会議室 

 

事項 

１ あいさつ 

 

２ ・令和４年度からの東員町総合計画効果検証委員会について 

  ・第６次東員町総合計画効果検証について 

 

３ 意見交換 

 

 

２ 令和４年度からの東員町総合計画効果検証委員会について等を説明 

・令和４年度からの東員町総合計画効果検証委員会について【資料１】 

・第６次東員町総合計画効果検証について【資料２～４】 

 

 

３ 意見交換 

座長  委員の皆さんから意見をいただきたい。令和４年度の東員町総合計画効

果検証委員会についてなにか質問や意見があれば。 

  意見なし。 

委員  続いて、第６次東員町総合計画効果検証についての事項のうち、資料２

について、何か意見や不明な点があれば。 

委員  健康で暮らせるまちの事業でフレイルサポーター養成講座について、令

和４年度から活動しているようだが、主にどんなところで活動しているの

か。 

委員  知り合いでフレイルサポーターとして活動されている人がいる。地域の

カフェやシニアクラブから要請を受けて実施している。 

委員  稼げるまちの内容について、東員町は農作物の中でも大豆を推し進めて

いるが、大豆の収穫量やその大豆を利用した６次産業化など現在はどのよ

うな状態か。 

事務局  大豆の収穫量は増加していると聞いている。ナナホマレ品種という特別

な品種を使ったあげは好評をいただいており、町内で生産できるような仕

組みができればもっと広く周知されるのではないかと思っている。 

 



委員  稼げるまちについて東員町特産品がいろいろ認定されていることは分か

ったが販促方法のこれからの進展などはあるか。 

委員  中部公園内に平時はカフェなど自由に使用でき、災害時などの非常時に

は避難所となるコンテナを企業版ふるさと納税で寄附としていただいたも

のが９月１７日にオープンする予定である。 

委員  移動手段を持っていな方もみえるので、豆腐の移動販売のような方法で

売りに来てもらうようなことは考えていないか。 

委員  移動販売も現在、企業と相談している。採算性の部分で折り合いがつけ

ば実施もできるのではないかと考えている。 

委員  子育てがしやすいまちについて子育て支援センターの様子は見たことが

あるが連日、多くの方が利用しているようである。しかし一方で支援セン

ターを利用したいが使用できていない方はいるのか。いるとすればどのよ

うにフォローしているのか。 

事務局  子育て支援センターの利用者数はアクセスのしやすさや内容を充実させ

たことで飛躍的に伸びている。利用したいが利用できない方に対するフォ

ローについては確認する。 

委員  稼げるまちについて長深地区でぶどうを栽培されている方がみえて非常

においしかった。特産品に認定できるほどだった。次年度に再度、ぶどう

を購入しようと連絡したが害虫の影響で全滅してしまった。特産品の認定

になるまでの支援があっても良いのではないかと思った。 

委員  協力しあえるまちについて地域づくり交付金制度の実績はどのような状

況なのか。 

事務局  総合計画とリンクさせているので９年間の計画となっており、令和３年

度は仕組み作りの１年間だった。令和４年度から交付金事業が開始し自治

会を中心に地域づくりが検討されている。進捗状況を確認したところ２３

自治会のうち１１自治会で計画が出され、その他の自治会にも進捗状況を

確認するなど伴走支援を行っている。 

委員  現在自治会では、それぞれの課題などを例えばシニアクラブの方とも一

緒に相談しながら送迎サービスであるとか自治会ごとに考えながら進めて

いる。 

座長  続いて、第６次東員町総合計画効果検証についての事項のうち、資料３，

４について、何か意見や不明な点があれば。 

委員  団体の代表として参加しているが今年度赴任してきたので東員町在住の

方から話を聞くと、やはり子育てしやすい環境だと聞いている。その中で

年度当初の待機児童について職員の確保が難しい現状が分かった。人材の

確保について協力できればと思う。 

また、年間一般就労する障がい者の数も順調に推移していると思う。ハ

ローワーク桑名で就労を希望する障がい者の登録のある東員町在住の方は

５０名ほどいらっしゃる。引き続き一般就労に向けて支援していきたい。 



委員  農産品またはそれを活用した特産品数について、昨年１０月に東京ビッ

グサイトで食品に関する展示会に参加した。多くのバイヤーと交流を行っ

た。その後も継続的に連絡を行っている企業もあり、発展していく可能性

もある。 

 また制度融資件数について融資自体の数は増加していると体感してい

る。しかしこの制度ではなく直接金融機関で融資を受けているケースや、

コロナの補助金の１つである事業再構築補助金などの利用が多く見受けら

れた。 

委員  地域支えあい活動団体数について令和３年度に特色のある団体が３つ登

録された。これからも特色のある団体の登録をすすめていきたい。 

委員  財政力指数について令和７年度の目標が 0.900 となっているが達成見込

みはあるのか。目標値の見直しも検討した方が良いのではないか。 

事務局  令和７年度の中間目標値は目標値に近づけられるようにみんなで目指す

目標となっている。 

以上 

 

 

 


